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科目番号：AE53B61 

科 目 名：現代日本社会概論 

担当教員：鈴木伸隆 

成績評価方法：①確認テスト（50％）、②エッセイ提出（10％）、③学期末レポート（40％） 

成績評価基準： 

 

 A+（90 点以上） A（80～89 点） B（70～79 点） C（60～69 点） D（60 点未満） 

① 確認テスト（50%） 授業の内容について、

極めて正確に理解が

出来ている。 

授業の内容について、

正しく理解が出来て

いる。 

授業の内容について、

おおむね理解が出来

ているというレベル

には達している。 

授業の内容について、

必ずしも十分とは言

えないが、最低限必要

とするレベルには達

している。 

授業の内容について、

理解が不十分で再履

修が必要なレベルで

ある。 

② エッセイ提出 

（10%） 

授業で扱った内容を

正確に踏まえた上で、

データに基づいて自

分なりの意見や考え

方が展開できている。 

授業で扱った内容を

踏まえ、興味深い考え

方が展開できている。 

授業で扱った内容に

則して理解できてい

る。 

授業で扱った内容に

則して理解しようと

しているものの、精度

にやや問題がある。 

授業で扱った内容が

正しく理解できてお

らず、根拠に基づかな

い持論を展開してい

る。 

③-1 

レポートの着眼点・問題

意識（20％） 

授業の内容を踏まえ

た上で、既存の研究に

位置付け、その上で自

分なりの問題意識が

明確に述べられてい

る。 

授業の内容に則した

問題設定がなされて

おり、なぜその問題を

選択したかが適切に

述べられている。 

授業の内容を踏まえ

て問題設定を行って

いるが、問題意識が不

明瞭である。 

授業とは関係のない

問題設定を行ってお

り、問題意識も不明瞭

である。 

レポート課題の趣旨

を十分に理解できて

おらず、授業の内容に

即した問題設定が出

来ていない。 

③-2 

レポートの論旨の組み立

て・分析力（20％） 

論旨の組み立てがオ

リジナルで、分析にも

工夫がある。 

論旨の組み立てが適

切で、分析にも一定の

工夫がある。 

論旨の組み立ては適

切だが、分析が不十分

である。 

論旨も不明瞭で、分析

も不十分であり、議論

に飛躍が見られる。 

論旨も分析も不明瞭

である。 

 

 


